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１ 実施の目的 

「（仮称）常滑市こども計画」の策定にあたり、こども・若者が日ごろ感じていることや考

えていること（意見）を把握し、常滑市のすべてのこどもが将来にわたって幸福な生活を送

ることができる「こどもまんなか社会」の実現に向けた取組みを進めることを目的として開

催しました。 

 

２ 実施概要 

日 時 ：令和８年５月 24日（日） 

13時 30分～15時 30分 

会 場 ：ちかつの窯カフェ 

テーマ ：「こどもの権利が守られる常滑市って 

どんなまち？」 

参加者 ：16名  【チーム構成】 

         ・大学生＋高校生 （４名×１チーム） 

         ・高校生＋中学生 （４名×１チーム） 

         ・小学生     （４名×２チーム） 

対 象 ：市内在住、在学、在勤の小学校高学年～29歳 

募 集 ：令和８年４月 21日（火）～５月 18日（月） 

学校経由でのチラシ配布、市広報及びＬＩＮＥでの周知、常滑高校・中部国際

空港経由での周知 等 

 

３ 全体の流れ 

内 容 

◆開会あいさつ 

◆「こども計画」「こどもの権利」等事前知識共有、ワークの進め方を説明 

◆アイスブレイク 自己紹介等 

◆ワーク１ 

自分たちが特に大切だと思う「こどもの権利」ってなに？ 

・個人ワーク 

・グループワーク 

◆ワーク２ 

権利を守るために、「やってほしいこと」と「できること」 

・個人ワーク 

・グループワーク 

◆検討結果共有 

◆閉会あいさつ 
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４ ワークの実施内容 

ワーク１ 自分たちが特に大切だと思う「こどもの権利」ってなに？ 

●個人ワーク 

①６つの項目から「特に大切だと思う権利」「特に守られていないと思う権利」を選び、その理由

を付箋に記入する。（それぞれ最大２つまで） 

項目：夢を持てること／好きなことを自由にできること／安心できる場所があること／こわい

思いをしない、いたいことをされないこと／自分で決められること／意見を自由に言え

ること／その他 

●グループワーク 

①自分が選んだ権利にシールを貼りながら、選んだ理由を共有する。同じ枠内に理由を書いた付

箋を貼る。 

②グループ全体で似た意見や所感を共有し、「特に大切だと思う権利」「特に守られていないと思

う権利」のシールの枚数を見比べる。 

 

［ワーク１ 模造紙イメージ］ 

特に大切だと思う権利 特に守られていないと思う権利 

夢を持てること 好きなことを自由に 

できること 

夢を持てること 好きなことを自由に 

できること 

安心できる場所が 

あること 

こわい思いをしない、 

いたいことをされないこと 

安心できる場所が 

あること 
こわい思いをしない、 

いたいことをされないこと 

自分で決められること 意見を自由に 

言えること 

自分で決められること 意見を自由に 

言えること 

その他 その他 

 

  

理由を付箋で貼る シールで投票する 
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ワーク２ 権利を守るために、「やってほしいこと」と「できること」 

●個人ワーク 

①ワーク１で話した「特に守られていないと思う権利」を守るために、社会にしてほしいこと、

自分たちができることを付箋に記入する。 

●グループワーク 

①具体的な取組み・活動、意識・こころがけに分類しながら、グループ内で意見を共有する。

共有する中で、新たに思いついた意見があれば書き足していく。 

②出た意見を分類し、カラーペンで囲いタイトルをつける。 

③こどもの権利を守るために、どんな常滑市にしたいかを一言にまとめ、模造紙に記入する。 

 

［ワーク２ 模造紙イメージ］ 

 

 

 

 

 

  

権利を守るためにどんな

常滑市にしたいかを記入 

取組み・活動 

意思・こころがけ 

社会にしてほしいこと 自分たちにできること 
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５ ワークの実施結果 

ワーク１ 自分たちが特に大切だと思う「こどもの権利」ってなに？ 

「特に大切だと思う権利」について、〔好きなことを自由にできること〕〔こわい思いをし

ない、いたいことされないこと〕〔自分で決められること〕がそれぞれ５点（20.8％）と最も

高くなっています。また、「特に守られていないと思う権利」について、〔こわい思いをしな

い、いたいことされないこと〕が８点（44.4％）と最も高くなっています。 

なお、「特に守られていないと思う権利」が「特に大切だと思う権利」を上回っている項目

は、〔こわい思いをしない、いたいことをされないこと〕〔意見を自由に言えること〕となっ

ています。 

 

◆「特に大切だと思う権利」と「特に守られていないと思う権利」の回答点数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「特に大切だと思う権利」の回答割合  ◆「特に守られていないと思う権利」の 

（n=24）      回答割合（n=18） 

 

 

  
夢を持てる

こと

11.1%

好きなことを

自由にできること

0.0%

安心できる場所が

あること

16.7%

こわい思いをしない、

いたいことをされないこと

44.4%

自分で

決められること

11.1%

意見を自由に

言えること

16.7%

その他 0.0%

特に守られていないと思う権利(n=18)

夢を持てること 好きなことを

自由にできること

安心できる場所が

あること

こわい思いをしない、

いたいことをされないこと

自分で

決められること

意見を自由に言えること

その他

夢を持てる

こと

16.7%

好きなことを

自由にできること

20.8%

安心できる場所が

あること

12.5%

こわい思いをしない、

いたいことをされないこと

20.8%

自分で

決められること

20.8%

意見を自由に言えること

8.3%

その他 0.0%

特に大切だと思う権利(n=24)

夢を持てること 好きなことを

自由にできること

安心できる場所が

あること

こわい思いをしない、

いたいことをされないこと

自分で

決められること

意見を自由に言えること

その他



5 

◆「特に大切だと思う権利」の理由（一部抜粋） 

特に大切だと思う権利 

夢を持てること 好きなことを自由にできること 

安心できる場所があること こわい思いをしない、いたいことをされないこと 

自分で決められること 意見を自由に言えること 

その他 

  

夢を持てる環

境が大切だと

思う。 

夢や目標を持って

いると、自分のやり

たいことや好きなこ

とにもつながる。 

夢を持つ事によって、そ

れに向かって努力しよ

うと思い、自分から行う

努力がこどもを一番成

長させることができる。 

楽しい場所が少な

いと、やりたいこと

ができない。自由は

ある程度認めると

いい。 

好きなことを自

由にできれば、こ

どもの探求心が

のびる。 

やりたいと思った

ことができなかっ

たら、人生を楽し

めない。 

安心できる場所があ

ると、行けばいつでも

安心できる。なけれ

ば心が安定しない。 

小さい頃の安心

感が将来の考え

方に影響すると

思うから。 

頑張って生きる

中で安心できる

場所、休める場

所が必要。 

いじめにあうと、

大人になった時

に外出したくな

いと思うから。 

怖い思いをする

と、恐怖心を持ち

辛くなるから。 

トラウマになる

かもしれない

から。 

勝手に決め

られるのは

嫌。 

親の意見に左右

されないこども

が増えていると

思う。 

自分で決めるこ

とが、人生のス

タートだから。 

自分で決めた

からには努力

に励むと思う。 

意見を自由に言え

ないと、大人になっ

た時に、自分の意

見を言えないから。 

学校で間違った意

見を言っても、反対

されたり責められた

りしない。 
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◆「特に守られていないと思う権利」の理由（一部抜粋） 

特に守られていないと思う権利 

夢を持てること 好きなことを自由にできること 

安心できる場所があること こわい思いをしない、いたいことをされないこと 

自分で決められること 意見を自由に言えること 

その他 

  

親に仕事を決

められそうな人

が身近にいる

から。 
友達がやりたいこと

をやらせてもらえ

ず、他のことをすす

められると言ってい

た。 

こどもは普段身近

にある場所が、学

校や家と限られて

いるため。 

学校では悪口を

言われたり、家族

には言いにくいこ

ともあったりする。 

嫌なことがあったと

きには、安心できる

場所が必要。常に

安心して過ごした

い。 

学校でいじめに関する

チラシが配られたとき、

いじめを受けている人

がいるからこのようなチ

ラシが配られていると

思った。 

障がいがあるからと

いっていじめをした

り、普通じゃないから

といって傷つけられ

るのは嫌だから。 

学校でいじめ

を見たことが

あるから。 

他の人に決めら

れて嫌な思いを

する人がいる。 
まわりの環境など

に関係なく、自分

の意見を持つこと

が大切。 

良い意見を持っていても、そ

れを発表する場が限られて

いたり、「大人が言った意見

が一番だから」とやめてしま

い、権利自体はあっても、結

局できないことが多い。 

親に意見を

言っても反

対される。 

意見を言う機

会があまり多

くない。 
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◆Ａグループ                ◆Ｂグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Ｃグループ                ◆Ｄグループ 
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ワーク２ 権利を守るために、「やってほしいこと」と「できること」 

◆各グループ意見（一部抜粋） 

【Ａグループ】 子どもが安心安全楽しい常滑市 

 

 

 

 

権利を守るために、こんな常滑市にしたい！ 

社会にしてほしいこと 自分たちにできること 

 
・普段から１１０番の家や、いざとなったときに逃げられる建

物を確認しておく。 

・遊びに行くときや下校する時などの大人がいない時には友

達と一緒にいる。 

・見通しが悪い道は極力通らない。 

・防犯ブザーがこわれていないかチェックする。 

・こわいと思ったら「こわい！」「やめて！」と言う。そのために

自分の意見を言えるよう、日ごろから練習する。 

防犯のために自分でできること！ 

 
・いじめにあったら、こども相談窓口や親、先生に言う。 

・いじめをされてもやりかえさない。 

・いじめは抱え込まず大人に頼る。 

・もし相手が悪口などを言ってきたら、無視する。 

いじめにあったときは 

 
・毎日、登下校の時間に警察のパトロールを実施

する。 

・登下校の時に先生が同行する。 

・お酒を飲みながら歩いたら罰金。 

・不審者にあったら逃げこめる１１０番の家を増や

してほしい。 

犯罪を防ぐために 

 
・元気がない子がいたら、先生が声をかけてほしい。 

・親に虐待をされたら、先生に相談する。 

・生徒に「いじめられている」と相談されたら、助ける。 

・学校で生徒と先生が話す機会をとる。 

・いじめをされたら、頼れる大人に相談する。 

・相談できる建物が新しくほしい。 

・市が相談窓口をつくる。 

相談や声かけ 
 
・通学路にもう少し柵を

つくる。 

・歩行者専用通路で自

転車が通らないよう、

警備員をたくさん配置

してほしい。青切符で

取り締まってほしい。 

交通安全のために 

 
・マナーを守る。 

・他の人に思いやりを持っ

てほしい。 

・頼れる大人を増やしたい。 

・家で留守番する時間を少

なくしてほしい。 

その他 
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【Bグループ】 さがして、つくって、考えて子どもの権利に耳をかたむける常滑 

 

 

 

 

  

社会にしてほしいこと 自分たちにできること 

取組み・活動 

意思・こころがけ 

権利を守るために、こんな常滑市にしたい！ 

 
・安心するところや落ち着く場所を自分でさがす。 

・自分で好きな物や好きな曲などで安心できるこころをつくる。 

・公園や図書館が安心するなら、適した場所があった方がいい。 

安心できる場所をさがして、つくる 

 
・いろんな博物館に行ったり、お店に行ったりして夢を考えてみる。 

場所でゆめを考える 

 
・人の人生の大事な時に、「絶対○○の方がいい」など言

わないほうがいいと思う。 

・偉人なども自分の道を切り開いた人がなっているので、

自分で決められると良い。 

自分のことは自分で決める 

 
・静かな場所を増やし、安心できる場所

を使いたい。 

・安心できる場所があり、何かあったとき

にフラッと立ち寄れると、メンタルが保

たれそう。どんな時間でも立ち寄れたら

うれしい。 

・図書館や公園もあると良い。 

安心できる場所を増やしてほしい 

 
・怖い思いをせずに外で遊

ぶために、大人が見守って

いてほしい。 

大人に見守ってほしい 

 
・自分がやられて『いや！！』

と思うことは、行動する前に

考えてほしい。 

行動する前に考える 

 
・何もかもすぐ答えを言わ

ず、間違えてもいいから決

めさせてあげる。 

経験を大事にしよう 
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【Cグループ】 よりよい未来をつくるために ～手を取り合う常滑市～ 

 

 

 

 

  

社会にしてほしいこと 自分たちにできること 

取組み・活動 

意思・こころがけ 

権利を守るために、こんな常滑市にしたい！ 

 
・いじめやトラブルを気付いていないふりをしないこと。 

・誰かがいじめを受けていたら、見て見ぬふりをするので

はなく、なぜそうなったかなどの相談にのってあげる。 

・いじめになるようなことをしてしまったら、自覚がなくて

も正直に言う。また、自分がそれを見たら、知らないふり

をしたり、協力したりしない。 

・それはよくない、と止める勇気を持つこと。 

いじめ 

 
・どんなことでもまずは目線を合わせて聞いてあげること

が大事だと思う。 

その他 

 

・いじめの相談ダイヤルは相談しづら

い。電話を受ける人もこどもだと、かけ

やすいのではないか。 

・いじめを受けている人が自分から言い

出しやすい環境をつくる。 

・いじめ防止教室やなぜいじめが起きる

のかという授業をやってほしい。 

・いじめに関するポスターなどをつくる。 

・いじめやトラブルがあった報告や話が

ひとつでもあれば対応すること。 

いじめ 

 
・他の人の意見のいいところを自分の意見に取り入れる

ようにする。 

・十人十色、様々な考え方があると認めること。 

その他 

 

・こどもだけでの発表会や簡単な祭日など、自

分たちで意思の表示や決定できる場。 

・「こどもの自分の好きなこと」を発表できる場。 

意見を言える場所 

 

・地域クラブを活性化する。 

その他 

 

・普段、関わりのなさそうなことがコラボレーショ

ンしていると、新たにこどもの好きなことができ

そう。 

・大人が集まって様々な職業体験をできる機会

があると、夢を持てる子が増えるのではない

か？ 

・人権週間の時、こどもの権利についても教えら

れるとよい。 

新しいことを知れる

場所 
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【Dグループ】 常滑を知る ～安心できる地元作り～ 

 

 

 

 

 

 

 
・大きめの図書館がほしい。 

・レポート用の参考資料がほしい。 

・自習室がほしい。 

・もっと気軽に寄れる場所がほしい。 

居場所・意見 

 
・外国人不審者対策。 

・地域に興味を持てる何かがほしい。 

・電車の本数を増やしてほしい。 

・相談できる環境を作る。 

その他 

社会にしてほしいこと 自分たちにできること 

取組み・活動 

意思・こころがけ 

権利を守るために、こんな常滑市にしたい！ 

 
・積極的に参加しようと意識する。 

・どこで意見が言えるかを探してみる。意見箱など。 

意見を言う 

 
・できるだけ人と帰る。 

・危険を避ける。暗い道は歩か

ない、知らない人について行

かないなど。 

自分から避ける 

 
・誰かの挑戦を否定しない。 

・歩み寄りを諦めない。 

・否定しない空気感をまとう。 

思いやり 
 
・安全に関する授業をする。 

その他 

 
・西ノ口付近など、畑近くの

道をもっと明るく。 

・街灯を増やす。 

・パトロール強化。 

・夜道で怖い思いをしたく

ない。 

・公園の電気をもう少し遅

くまでつけてほしい。 

安心できる場所 
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     ◆Ａグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ◆Ｂグループ 
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     ◆Ｃグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ◆Ｄグループ 
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６ 参加者アンケート結果 

本日のワークショップでは十分に意見を言えたかについて、「十分に言えた」が 68.7％、

「ほぼ言えた」が 31.3％となっています。 

今回のような、行政などに意見を言う機会があれば、また参加したいかについて、「ぜひ参

加したい」が 37.5％、「都合がつけば参加したい」が 56.2％、「あまり参加したくない」が

6.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

◆ワークショップで言い足りなかったこと、特に市や大人に言いたいことなど（一部抜粋） 
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〒479-8610 愛知県常滑市飛香台３丁目３番地の５ 

TEL：0569-47-6150 FAX：0569-35-7879 

E-mail：koshien@city.tokoname.lg.jp 
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・こども同士で話し合う機会が珍しいと思った。内容も同世代ならではの新鮮な話し合いができ

て、とても面白かった。 

・他の人がどんなことを思っているかを知ることができたのが特に面白いと思った。 

・自分たちが思う常滑市にするにはどうしたいかじっくり考えることができてよかった。 

・自分の言いたかったことが言えた。 

・今日みたいな意見を言い合う場があればぜひ参加したい。 

・常滑市がこんな計画をつくっているので、これからの常滑市がよくなっていくことを願って過

ごしたい。 

・こどもの権利について話すことができてよかった。大人とこどもの意見が分かりあってほしい

なと思う。 

十分に言えた

68.7%

ほぼ言えた

31.3%

あまり言えなかった

0.0%

まったく言えなかった

0.0%

Ｑ１ 本日のワークショップでは十分に

意見を言えましたか。

十分に言えた ほぼ言えた

あまり言えなかった まったく言えなかった

ぜひ参加したい

37.5%
都合がつけば

参加したい

56.2%

あまり

参加したくない

6.3%

Ｑ２ 今回のような、行政などに

意見を言う機会があれば、

また参加したいですか。

ぜひ参加したい 都合がつけば

参加したい

あまり

参加したくない


